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渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

❶
５
月
23
日
の
臨
時
会
で
、
市
長

は
公
約
撤
回
理
由
と
し
て
「
熊
本
地

震
」「
福
祉
会
館
利
用
者
の
声
」
を

挙
げ
た
。
ア
庁
舎
の
耐
震
問
題
は
阪

神
大
震
災
で
も
東
日
本
大
震
災
で
も

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。
熊

本
地
震
が
起
き
る
前
は
認
識
が
乏
し

か
っ
た
の
か
。
イ
公
約
を
打
ち
出
し

た
時
点
で
は
、
い
つ
ま
で
に
新
庁
舎

を
完
成
さ
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
。

市
長　

ア
東
日
本
、
阪
神
大
震
災

か
ら
も
、
庁
舎
は
地
震
・
災
害
に
強

い
も
の
で
あ
る
べ
き
と
い
う
認
識
を

常
々
持
っ
て
い
た
。
熊
本
地
震
で
思

い
を
新
た
に
し
た
。
イ
何
年
ま
で
と

年
次
を
お
示
し
し
た
経
過
は
な
い
。

❷
東
町
五
丁
目
の
二
枚
橋
の
坂
か

ら
連
雀
通
り
ま
で
の
交
通
安
全
に
つ

い
て
。「
止
ま
れ
」「
通
学
路
」
の
文

�

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

教
育
長
が
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

運
営
委
員
会
で
「
平
成
31
年
度
末
ま

で
に
学
童
保
育
と
の
一
体
化
を
実

現
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
が
考
え

て
い
る
よ
う
な
受
皿
か
。
各
々
、
充

実
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
現

在
の
取
組
は
。
イ
一
体
型
の
学
童
保

育
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
市
の
考

え
は
。
ウ
中
学
校
で
の
居
場
所
に
つ

い
て
の
見
解
と
、
今
後
の
活
用
は
。

市
内
で
始
ま
っ
た
「
放
課
後
カ
フ

ェ
」
の
実
践
を
支
援
し
な
い
か
。

生
涯
学
習
部
長　

ア
平
成
26
年
度

の
延
べ
参
加
人
数
は
３
万
１
千
260
人
。

毎
週
曜
日
固
定
の
教
室
は
10
教
室
ほ

ど
で
あ
る
。
イ
学
童
保
育
所
と
放
課

後
子
ど
も
教
室
と
は
、
事
業
の
目
的

や
理
屈
か
ら
も
、
乗
り
越
え
る
べ
き

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

ア
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
団
体
は
、
学
校
側
と
つ
な

が
り
た
い
、
行
政
や
学
校
と
当
事
者

と
の
間
の
パ
イ
プ
役
・
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

市
は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
環
と

し
て
、
こ
の
思
い
に
ど
の
よ
う
に
応

え
て
い
く
の
か
。
イ
こ
ど
も
食
堂
を

行
い
た
い
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
個
人
や

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
な
が
ら
、
場
所
が

な
い
、
立
ち
上
げ
費
用
も
な
い
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
場
所
に
つ

い
て
は
、
公
民
館
や
児
童
館
、
あ
る

い
は
集
会
施
設
を
提
供
す
べ
き
。
ウ

就
学
援
助
の
認
定
基
準
の
引
下
げ
に

よ
る
３
年
間
の
削
減
額
は
千
577
万
２

千
260
円
だ
が
、
そ
の
一
方
で
入
学
時

学
用
品
費
の
増
額
分
は
３
年
間
で
46

万
８
千
円
に
す
ぎ
ず
、
増
額
分
は
削

減
額
の
わ
ず
か
３
％
で
あ
る
。
こ
の

解
釈
に
間
違
い
は
な
い
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
こ
ど
も
食

堂
の
活
動
は
、
大
変
貴
重
な
社
会
資

源
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
学
校
や
行

政
と
の
つ
な
が
り
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
様
々
な
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
。

イ
他
市
に
お
い
て
、
実
施
場
所
と
し

て
市
の
施
設
等
を
利
用
し
て
い
る
事

例
の
有
無
や
運
用
の
状
況
等
に
つ
い

て
調
べ
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

ウ
平
成
26
年
度

決
算
に
お
い
て
の
影
響
額
は
、
そ
の

と
お
り
。

課
題
が
い
く
つ
も
あ
る
と
把
握
し
て

い
る
。
福
祉
部
局
と
話
合
い
を
と
い

う
意
識
は
持
っ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
想
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ウ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
要
望
は
上
が

っ
て
い
る
が
、
全
体
的
な
合
意
に
は

至
ら
ず
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

児
童
青
少
年
担
当
部
長　

イ
着
任

時
に
教
育
長
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
て
い
る
。
学
童
の
児
童
も
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

す
る
の
が
一
体
型
と
捉
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
計
画
策
定
時
の
市
民
参

加
、
街
路
樹
選
定
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

総
務
部
長　

ウ
防
災
行
政
無
線
の

動
作
確
認
と
と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
の
目
的
を
周
知
し
て
い
く
。

エ
こ
き
ん
ち
ゃ
ん
あ
い
さ
つ
運
動
、

防
犯
指
針
の
策
定
等
の
協
議
を
続
け

て
い
る
。
オ
登
録
数
は
１
万
400
件
で
、

毎
年
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
幼
保
育
園
、

小
中
学
校
に
配
布
。
公
共
施
設
に
配

置
し
て
利
用
拡
大
に
努
め
て
い
る
。

カ
小
金
井
警
察
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
募
っ
て
お
り
、
各
団
体
と
情
報

共
有
が
必
要
。
キ
民
間
事
業
者
と
も

連
携
し
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

ク
９
社
と
協
定

を
締
結
。
一
層
の
強
化
を
検
討
す
る
。

が
証
明
書
を
企
業
等
へ
提
出
で
き
る

制
度
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
を

導
入
し
て
、
市
内
大
学
の
学
生
を
消

防
団
へ
勧
誘
し
な
い
か
。

総
務
部
長　

条
例
が
改
正
さ
れ
、

在
学
の
方
も
消
防
団
に
入
団
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
。
市
内
の
大
学
に
周

知
し
て
い
く
。
ま
た
、
学
生
の
消
防

団
員
と
し
て
の
社
会
貢
献
を
評
価
し
、

就
職
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
そ
の

功
績
を
市
長
が
認
証
状
と
し
て
発
行

す
る
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。「
特

別
区
学
生
消
防
団
活
動
認
証
状
」
と

い
う
制
度
が
あ
る
の
で
、
同
様
の
趣

旨
で
導
入
を
検
討
し
た
い
。

く
線
維
筋
痛
症
等
の
内
部
疾
患
や
、

内
部
障
が
い
の
周
知
、
配
慮
を
進
め

る
た
め
に
、
ア
医
療
講
演
会
等
で
周

知
す
べ
き
。
イ
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
周

知
と
、
コ
コ
バ
ス
へ
の
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
優
先
席
の
設
置
を
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
健
康
課
、
東

京
都
と
も
協
議
し
検
討
し
た
い
。
イ

東
京
都
と
連
携
し
て
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
周
知
強
化
に
努
め
た
い
。

都
市
整
備
部
長　

イ
コ
コ
バ
ス
は

全
席
が
優
先
席
だ
が
、
分
か
り
づ
ら

い
。
今
後
も
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

字
や
停
止
線
が
消
え
て
い
て
見
え
な

い
。
歩
道
に
雑
草
が
生
い
茂
り
、
車

道
に
は
み
出
し
て
通
行
す
る
こ
と
に

な
り
危
険
。
対
策
を
講
ず
べ
き
。

都
市
整
備
部
長　

警
察
と
連
携
し
、

適
切
に
対
応
。
雑
草
は
早
急
に
除
草
。

❸
前
に
も
質
問
し
た
が
、
武
蔵
小

金
井
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
街
路
樹

の
植
栽
が
な
い
件
に
つ
い
て
、
こ
の

殺
風
景
な
状
況
の
改
善
に
つ
い
て
は

ど
う
い
う
話
合
い
に
な
っ
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

警
察
署
と
協
議

を
行
っ
た
結
果
、
交
通
島
に
高
木
を

植
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
冬

場
に
植
栽
し
て
ま
い
り
た
い
。

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

❶
空
き
家
対
策
特
措
法
施
行
か
ら

１
年
と
な
る
。
ア
改
善
状
況
と
今
後

の
取
組
は
。
イ
劣
悪
化
す
る
ご
み
屋

敷
等
の
迷
惑
家
屋
へ
の
対
策
強
化
を
。

総
務
部
長　

ア
平
成
20
年
以
降
に

頂
い
た
相
談
120
件
中
、
改
善
は
83
件

で
、
う
ち
45
件
は
特
措
法
施
行
後
で

あ
る
。
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
。
今

後
、
財
産
権
の
制
約
を
伴
う
行
政
措

置
に
は
慎
重
な
手
続
が
必
要
で
あ
り
、

協
議
会
の
設
置
も
検
討
し
た
い
。

環
境
部
長　

イ
ご
み
屋
敷
の
背
景

に
は
福
祉
的
な
観
点
も
あ
り
、
廃
棄

物
処
理
法
で
は
限
界
が
あ
る
。
他
自

治
体
の
よ
う
な
条
例
制
定
に
は
、
福

祉
保
健
部
と
の
連
携
も
重
要
と
な
る

た
め
、
今
後
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

市
長　

イ
庁
内
連
携
し
取
り
組
む
。

❷
原
因
不
明
の
激
し
い
痛
み
が
続

�

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

子
ど
も
や
高
齢
者
の
安
全
・
安
心

確
保
は
家
族
に
と
っ
て
最
大
の
関
心

事
で
、
社
会
全
体
で
の
取
組
が
必
要
。

以
下
に
つ
い
て
問
う
。
ア
カ
ン
ガ
ル

ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
現
状
。
イ
下
校
時

の
見
守
り
。
ウ
「
ふ
れ
あ
い
メ
ロ
デ

ィ
ー
」
の
活
用
。
エ
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
動
向
。
オ
安
全
・

安
心
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
利
用

拡
大
。
カ
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
。
キ
Ｊ
Ａ
む
さ
し
等
、
民
間
事

業
者
と
の
連
携
。
ク
高
齢
者
等
の
見

守
り
に
関
す
る
協
定
の
現
状
と
今
後
。

学
校
教
育
部
長　

ア
登
録
は
千
246

件
で
、
子
ど
も
の
安
全
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
配
布
し
て
い
る
。
一

層
の
周
知
徹
底
に
努
め
た
い
。
イ
通

学
路
安
全
点
検
マ
ッ
プ
を
自
治
会
等

と
情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

❶
先
般
、
市
は
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ

の
企
業
と
覚
書
を
締
結
し
た
。
こ
の

新
た
な
仕
組
み
を
、
小
・
中
学
校
や

公
共
施
設
に
も
導
入
し
て
、
災
害
対

策
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

今
回
の
覚
書
締
結
に

よ
り
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
放
送
し

て
い
た
防
災
行
政
無
線
を
専
用
端
末

か
ら
各
家
庭
で
聞
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
同
時
に
、
緊
急
地
震
速
報
も
自

動
的
に
起
動
し
て
放
送
さ
れ
る
。
学

校
や
公
共
施
設
で
の
提
供
も
可
能
に

な
る
。
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

ご
提
案
の
サ
ー

ビ
ス
の
端
末
接
続
に
つ
い
て
は
、
全

校
で
環
境
は
整
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

有
効
性
や
使
用
料
等
の
検
討
も
必
要
。

安
全
確
保
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

❷
消
防
団
と
し
て
活
動
し
た
学
生

止
ま
れ
の
文
字
や
停
止
線
が
消
え

た
ま
ま
放
置
（
二
枚
橋
の
坂
の
Ｔ

字
路
）

中
学
生
の
居
場
所
づ
く
り
が
始
ま

っ
て
い
る
。
立
ち
寄
る
中
学
生
は
、

ほ
ん
の
ひ
と
時
息
抜
き
を
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
に
戻
っ
て
い
く
。

居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
地
域
の
寄
り
合
い
所　

ま

た
明
日
」

市
長
の「
６
施
設
複
合
化
」

公
約
撤
回
に
つ
い
て

放
課
後
子
ど
も
教
室
の

今
後
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

取
組
の
充
実
を

「
子
ど
も
・
高
齢
者
」

地
域
の
中
で
見
守
ろ
う

更
な
る
災
害
対
策
と

消
防
団
加
入
促
進
の
取
組
を

迷
惑
空
き
家
や
、

ご
み
屋
敷
対
策
の
強
化
を
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